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	大　項　目
	電子掲示板・チャット

	小　項　目
	交流サイト（偽りの情報）

	タイトル
	情報に偽りあり？

	主な対象
	小学校　高学年（４～６年）

	ね　ら　い
	電子掲示板やブログ等の交流サイトに書き込まれた情報には、ウソやデマも含まれていることに気付かせる。

	作成の意図
	相手の姿が見えず言葉(文字)だけがやりとりされる交流サイトでは、安易に信じてはいけない情報がたくさんあり、書かれていることをそのままうのみにすることはとても危険である。児童の中には知識や経験の不足から、だまされてしまう者もいる。
そこで、このコンテンツを利用して、交流サイトに書かれた情報にはウソやデマもあることに気付かせ、利用にあたっては十分に注意を払い、危険を回避できるよう指導したい。

	指導内容
	・相手の姿が見えず言葉(文字)だけがやりとりされる交流サイトは、様々な人が利用しており、書かれた内容をそのままうのみにすることは危険であること。
・相手の誘いに乗って個人情報などを書き込んでしまわないように、慎重な態度で利用すること。
・心配なことがあるときには、保護者や先生に相談すること。

	展　開
	①　導入として、交流サイトの例を見せ、実際に書込みをしたことがあるかを問う。
②　児童に資料を配付し、会話の文面を読み聞かせる。
③　発問「みんなだったら会いに行く？」予想回答「会いにいかない」「危ない」

④　発問「それはなぜ？」予想回答「相手の書いている内容を簡単に信じてはいけないから」
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⑤　交流サイトや電子掲示板を利用する際の注意点として、指導内容を伝える。
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